
 

第２学期終業式 式辞 

令和７年12月23日 

校長 柿林 浩彦 

 

今日で２学期が終わるとともに、令和７年も残すところ１週間あまりとな

りました。２学期は最も長く、行事も多く、いそがしかったのではないでし

ょうか。毎日頑張ってきた生徒の皆さんに、ある言葉を紹介します。 

今年は 10 年ぶりに複数の日本人がノーベル賞を同時受賞しました。 

ノーベル生理学・医学賞に大阪大学特任教授の坂口志文氏、化学賞に京都

大学特別教授の北川進氏が選ばれ、北川氏の座右の銘は「無用の用」という

言葉だそうです。 

「用」とは「役に立つ」、「無用」とは「役に立たない」という意味ですか

ら、「無用の用」とは「役に立たないことは役に立つ」、つまり「一見意味が

ないように感じるものが、実は重要な役割を担っている」という意味です。 

北川氏は気体を自由に出し入れできる「金属有機構造体（MOF）」を開発し

ましたが、その開発には実に地道な基礎実験の繰り返しがありました。毎日

毎日同じような実験を行っても求めている「金属有機構造体（MOF）」はでき

ません。今行っている実験は無意味ではないのかと思うこともありました

が、「役に立たないことは役に立つ」と信じて長年研究をされたからこそ、

ノーベル賞受賞につながったのです。 

私たちは何かに向かって努力していますが、なかなか上手くいかずに「意

味がない」「もうだめ」「できなかったらおしまい」など考えることもあると

思います。そんな時、人間は物事の見えている範囲が狭くなり、物事の全体

が見えなくなっています。これを「心理的な視野狭窄」と言います。顕微鏡

で一部分だけを見て、全体が見えていない状態に似ています。全体も見えれ

ば良いのですが、なかなかそうはいかないこともあります。 
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こんな時、この状態から脱するためには、見方・考え方を変えることが大

切です。自分自身で見方・考え方を変えようと努力することも大切ですが、

誰かに相談することで違う見方・考え方ができるようになることも多いので

す。一人で抱え込むより、相談することで状態は変わってくるのです。 

今年を振り返って、思うように結果がついてこなかったなあと考えること

もあるかもしれませんが、役に立たない努力はありません。必ず何かの役に

立ったり、意味のあることであったりします。 

明日から２週間の冬休みとなります。冬休みを楽しみながら、できること

をこつこつと積み重ね、充実した日々を過ごしてください。では、来年１月

７日（水）の始業式で元気な姿を見せてください。良いお年を。 

 

 

 

人権啓発ポスター・絵画展      入選   前坂 美莉亜 

第４４回呉市入船山記念館塔時計旋律 中学校の部 

努力賞  福山 智規 

努力賞  纐纈 友麻 

第９３回全国書画展覧会  書の部  筆都大賞 不動 陽奈子 

特選   沖本 侑瞳 

特選   平本 ほのか 

特選   多和 千晴 

特選   荻野 結心 

第２５回中国新聞「みんなの新聞コンクール」 

ジュニア新聞の部 佳作 多和 千晴 

第１９回『くれしんありがとうの手紙』 努力賞 土山 來実 

 

 

 

年の瀬を迎え、あわただしい時期になります。 

冬休み中の事故、特に自転車での交通事故には

気を付けてください。 

ヘルメットの着用や、「ながら運転」はしないな

ど、各家庭でもご指導ください。 

また、様々な相談窓口もありますので、ご紹介

します。 

冬休みを安全に過ごすために 


